
明
治
時
代
中
期
に
当
時
我
国
で
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
予
防
・
衛
生
・
裁
判
医
学
知
識
レ
ベ
ル
向
上
の
た
め
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
於
て

国
家
医
学
講
習
科
が
明
治
二
十
二
年
に
開
設
さ
れ
、
年
二
回
以
上
講
習
科
教
育
が
行
わ
れ
た
。
発
端
か
ら
第
十
回
ま
で
文
献
及
び
生
徒
資
料

（
私
の
祖
父
石
崎
鼎
吾
）
に
よ
り
検
討
し
た
の
で
報
告
す
る
。

「
国
家
医
学
講
習
科
を
設
置
せ
り
其
旨
趣
た
る
医
師
の
職
務
は
治
療
衛
生
及
裁
判
医
学
等
所
謂
国
家
医
学
の
識
に
乏
し
き
は
独
り
医
学
の

完
壁
を
欠
く
の
み
な
ら
す
邦
国
の
元
気
た
る
生
民
の
健
康
保
全
及
権
利
の
縮
張
に
関
し
大
に
不
利
な
る
所
あ
り
故
に
該
科
を
設
置
し
普
く
有

志
の
医
師
に
国
家
医
学
の
要
領
を
授
け
一
は
以
て
広
く
医
科
の
全
貌
を
研
修
せ
る
医
師
を
増
殖
し
一
は
以
て
本
邦
市
区
郡
医
制
度
成
る
の
日

其
候
補
者
た
る
へ
き
資
格
を
有
す
る
人
物
を
養
成
せ
ん
こ
と
を
要
す
る
に
あ
り
其
規
則
左
の
如
し
。

（
１
）

東
京
大
学
百
年
史
に
よ
れ
ば
明
治
廿
二
年
十
二
月
十
四
日
緒
方
正
規
、
片
山
国
嘉
の
意
見
に
よ
り
国
家
医
学
講
習
科
が
開
設
さ
れ
た
。

中
外
医
事
新
報
に
左
の
記
事
が
あ
る
。

国
家
医
学
講
習
科
規
則

一
、
国
家
医
学
講
習
科
開
設
の
趣
旨

医
科
大
学
国
家
医
学
講
習
科
記
録
笙
徒
資
料
も
含
む
）

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
四
巻
第
三
号

平
成
十
年
九
月
二
十
日
発
行

石

崎
平
成
九
年
一
月
十
日
受
付

平
成
十
年
五
月
八
日
受
理

達

／1ワ1
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二
国
家
医
学
講
習
科
入
学
規
則

（
１
）
（
３
）

講
習
科
は
廿
三
年
発
足
し
、
そ
の
経
過
は
国
家
医
学
第
一
号
（
明
治
廿
五
年
五
月
）
に
よ
れ
ば
、

「
第
一
回
及
第
二
回
に
於
て
は
府
県
特
選
派
出
生
の
他
に
一
般
志
願
者
よ
り
も
十
名
又
は
十
五
名
を
抽
選
に
て
入
学
せ
し
め
而
し
て
此
一

般
志
願
者
の
資
格
は
唯
開
業
免
状
を
所
持
す
る
者
と
云
う
の
み
に
て
別
に
入
学
試
験
を
要
せ
ず
又
第
三
回
以
下
は
唯
府
県
の
特
選
派
出
生
の

み
に
て
一
般
志
願
者
よ
り
は
一
人
も
募
集
せ
ざ
り
し
に
此
回
（
註
、
明
治
廿
五
年
第
七
回
募
集
）
は
府
県
特
選
派
出
生
の
他
に
若
干
人
員
を
一
般

志
願
者
よ
り
採
用
す
る
由
に
て
既
に
過
日
来
官
報
及
新
聞
に
て
本
年
三
月
改
正
の
同
科
規
則
第
四
条
第
五
に
当
る
志
願
者
の
入
学
試
験
は
六

病
理
解
剖
式
一
週
凡
ソ
三
時

衛
生
学
一
週
凡
ソ
五
時

裁
判
医
学
一
週
凡
ソ
五
時

精
神
病
学
一
週
凡
ソ
三
時

日
本
医
制
及
衛
生
法
一
週
凡
ソ
ニ
時

第
二
本
科
ノ
講
習
期
限
ヲ
十
二
週
間
ト
ス

第
三
本
科
講
習
者
ノ
人
員
ハ
毎
期
二
十
名
以
上
三
十
名
以
下
ト
ス

第
四
本
科
志
望
者
ハ
官
公
立
医
学
校
ヲ
卒
業
シ
若
ク
ハ
内
務
省
成
規
ノ
試
験
ヲ
経
テ
医
術
開
業
免
状
ヲ
得
ダ
ル
者
二
限
ル

第
五
本
科
ヲ
全
ク
講
習
シ
了
リ
タ
ル
者
ニ
ハ
講
習
証
ヲ
授
ケ
試
験
ヲ
経
テ
及
第
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
及
第
証
ヲ
与
フ

第
六
講
習
者
一
一
ハ
授
業
料
ト
シ
テ
金
拾
円
ヲ
前
納
セ
シ
ム
但
事
務
ア
リ
テ
半
途
退
学
ス
ル
モ
返
金
セ
ス

第
七
本
科
講
習
者
募
集
及
授
業
開
始
ノ
期
日
ハ
凡
ソ
二
ヶ
月
前
二
公
告
ス
」

第
一
本
科
ノ
講
習
科
目
ハ
左
ノ
如
シ
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月
中
旬
に
挙
行
す
べ
し
と
云
う
尤
此
回
一
般
志
願
者
よ
り
採
用
す
る
人
員
は
未
定
の
由
な
れ
と
目
下
既
に
出
願
者
続
々
と
現
れ
出
つ
る
由
な

れ
は
素
よ
り
採
用
の
人
員
に
超
過
す
べ
け
れ
ば
其
際
に
は
同
規
則
第
四
条
第
一
よ
り
第
四
に
当
る
志
願
者
と
入
学
試
験
に
及
第
せ
る
者
と
を

合
し
て
抽
選
せ
し
め
其
当
選
者
に
入
学
を
許
す
と
云
う
。

第
一
本
科
ノ
講
習
科
目
ハ
左
ノ
如
シ

病
理
解
剖
学
一
週
凡
三
時

衛
生
学
一
週
凡
十
時

法
医
学
一
週
凡
十
二
時

精
神
病
学
一
週
凡
四
時

日
本
医
制
及
衛
生
法
一
週
凡
二
時

第
二
本
科
ノ
講
習
期
限
ヲ
四
ヶ
月
間
ト
ス

第
三
本
科
講
習
者
ノ
人
員
ハ
毎
期
二
十
名
以
上
五
十
名
以
下
ト
ス

第
四
本
科
志
願
者
ハ
左
ノ
資
格
ヲ
得
ダ
ル
後
一
ヶ
年
以
上
実
地
一
一
従
事
セ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル

○
国
家
医
学
講
習
科
規
則
の
改
正

本
年
三
月
改
正
さ
れ
し
同
規
則
は
左
の
如
し

国
家
医
学
講
習
科
規
則

高
等
中
学
校
医
学
部
卒
業
生

医
科
大
学
別
課
医
学
卒
業
生

京
都
大
阪
及
名
古
屋
医
学
校
卒
業
生
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可
ヲ
恭
請
候
也

医
科
大
学
に
て
は
同
志
願
者
の
便
に
供
せ
ん
が
為
め
其
心
得
数
個
條
を
定
め
ら
れ
た
り
中
に
は
前
文
の
規
則
と
同
一
の
条
項
も
あ
れ
は
そ
は

略
し
て
其
他
の
條
項
の
み
を
挙
ぐ
れ
は
左
の
如
し

医
科
大
学
国
家
医
学
講
習
科
入
学
志
願
者
心
得
（
抄
録
）

一
国
家
医
学
講
習
科
志
願
者
ニ
シ
テ
入
学
試
験
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
試
験
料
ト
シ
テ
金
五
円
ヲ
納
ム
ヘ
シ

但
納
付
セ
シ
試
験
料
ハ
如
何
ナ
ル
事
故
ヲ
生
シ
試
験
ヲ
受
ケ
サ
ル
モ
返
金
セ
ス

撰
科
及
国
家
医
学
講
習
科
入
学
試
験
課
目

解
剖
学
及
組
織
学
生
理
学
薬
物
学
病
理
学
外
科
学
内
科
学
産
科
及
婦
人
科
学
眼
科
学

一
国
家
医
学
講
習
科
二
入
学
ヲ
願
う
者
ハ
右
ノ
入
学
願
書
式
二
拠
り
出
願
ス
ヘ
シ

入
学
願
書
式
（
用
紙
美
濃
白
紙
）

若
ク
ハ
之
卜
同
等
ノ
学
力
ア
ル
者

第
五
講
習
者
ニ
ハ
授
業
料
ト
シ
テ
金
拾
弐
円
ヲ
前
納
セ
シ
ム
但
シ
事
故
ア
リ
テ
半
途
退
学
ス
ル
モ
返
金
セ
ス

第
六
本
科
講
習
者
募
集
及
授
業
開
始
ノ
期
日
ハ
凡
ソ
二
ヶ
月
前
二
公
告
ス

某
儀
医
科
大
学
国
家
医
学
講
習
科
へ
入
学
志
願
二
付
別
紙
学
業
履
歴
言
及
開
業
免
状
写
、
（
卒
業
証
書
ア
レ
ハ
其
証
書
写
）
相
添
へ
入
学
御
許

甲
種
医
学
校
卒
業
生

○
国
家
医
学
講
習
科
志
願
者
心
得

入
学
願
書
式

入
学
願
書

宿
所
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第
二
入
学
許
可
ヲ
得
ダ
ル
者
ハ
直
二
授
業
料
ヲ
帝
国
大
学
会
計
課
へ
払
込
其
領
収
証
ヲ
事
務
員
二
示
ス
ヘ
シ

第
三
入
学
許
可
ヲ
得
ダ
ル
者
ハ
保
証
人
ョ
リ
左
ノ
書
式
二
準
シ
在
学
証
明
書
ヲ
呈
出
ス
ヘ
シ

但
保
証
人
ハ
十
年
以
上
ニ
テ
東
京
市
内
二
居
住
セ
ル
戸
主
若
ク
ハ
本
学
二
於
テ
迪
当
ナ
リ
ト
認
ム
ル
者
二
限
ル

|M
右
ノ
者
今
般
入
学
御
許
可
ヲ
得
候
二
付
テ
ハ
在
学
中
二
依
ル
一
切
ノ
事
件
当
者
二
於
テ
引
受
ク
ヘ
キ
事
謹
テ
保
証
候
也

（
４
）

石
崎
鼎
吾
の
記
録
に
よ
り
更
に
次
の
書
類
が
呈
出
さ
れ
た
。

「
第
一
（
既
述
の
通
り
）

（
用
紙
美
濃
）

年
月
日

在
学
証
明
書

医
科
大
学
長
何
某
殿

本
籍
族何

ヘ
戸
主
ナ
ラ
サ
レ
ハ
ノ

ー
何
某
男
或
ハ
弟
等
｝

某
印

何
年
何
月
生

L一一

宿
所

本
籍
地
扉
塞
伸
牽
鋤
牝
赴

何宿
所

某

印
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医
科
大
学
長
何
某
殿

第
四
保
証
人
死
亡
若
ク
ハ
戸
主
タ
ル
ノ
資
格
ヲ
失
フ
ト
キ
ハ
直
二
他
人
ヲ
以
テ
之
二
代
エ
更
二
証
書
ヲ
差
出
ス
ヘ
シ

第
五
日
曜
日
及
祭
日
祝
日
帝
国
大
学
令
公
布
紀
念
日
（
三
月
一
日
）
ハ
休
業
ト
ス

第
六
時
間
割
ハ
本
学
級
官
ノ
都
合
ニ
依
り
毎
期
始
メ
之
ヲ
定
ム

、、、一
、
生
徒
取
締
申
付
候
事

（
５
）

Ｈ
雌
歴
書
次
の
如
し

履
歴

年
月
日

栃
木
県
士
族

石
崎
鼎
吾

明
治
三
年
三
月
ョ
リ
全
四
年
五
月
迄
東
京
官
立
医
学
校
一
一
テ
理
化
学
修
行

明
治
四
年
六
月
ョ
リ
全
五
年
三
月
迄
軍
医
総
監
松
本
順
方
ニ
テ
解
剖
生
理
薬
剤
内
外
科
修
行

明
治
五
年
五
月
七
日
開
拓
使
官
費
医
学
生
拝
命
御
雇
教
師
ド
ク
ト
ル
ス
チ
ア
ル
ト
エ
ル
ト
レ
ー
ヂ
氏
へ
随
従
、
八
年
三
月
迄
函
館
病
院

ニ
テ
理
化
解
剖
生
理
薬
剤
内
外
科
裁
判
医
学
大
意
原
他
婦
人
科
小
児
科
等
口
授
相
受
候
事

三
石
崎
鼎
吾
入
学
志
願
関
係
記
録

本
籍
地

保
証
人証
人
何
某

何
年
何
月
生

■■■

印
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一
、
生
徒
取
締
向
尽
力
二
付
金
参
円
五
拾
銭
下
賜
候
事

一
、
依
願
職
務
差
免
候
事

明
治
七
年
七
月
十
二
日
開
拓
使

一
、
御
用
有
之
亀
田
、
茅
部
、
上
磯
三

明
治
八
年
三
月
廿
二
日
開
拓
使

一
、
明
治
八
年
六

一
、
雇
申
付
候
事

明
治
十
年
五
月
十
七
日

一
、
第
一
病
院
江
転
勤
申
付
候
事

第
二
病
院
当
直
医
兼
看
護
長

明
治
十
年
四
月
十
六
日
警
視
局

一
、
御
用
有
之
九
州
地
方
へ
出
張
申
付
候
事

明
治
六
年
一
月

明
治
十
一
年
一
月
日

月
給
金
弐
拾
円
給
与
候
事

明
治
十
二
年
一
月
廿
四
日

明
治
八
年
六
月
開
拓
使

明
治
八
年
六
月
東
京
本
所
緑
町
四
番
地
江
開
業

上
田
大
隊
長
ノ
指
揮
ヲ
可
受
事

但
し
月
給
拾
五
円
給
与
候
事

開
拓
使

上
磯
三
郡
江
巡
回
申
付
候
事

警
視
局

警
視
局

警
視
局
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一
、
悪
疫
終
煽
二
付
職
務
差
免
候
事

明
治
十
五
年
十
月
出
一
日

一
、
明
治
十
三
年
二
月
ョ

一
、
明
治
十
四
年
四
月
帰

一
、
栃
木
県
検
疫
医
申
付

明
治
十
五
年
八
月

一
、
一
級
手
当
支
給
候
事

一
、
依
願
傭
差
免
候
事

賞
勲
局
総
裁
三
条
実
美

一
、
本
年
六
月
以
来
東
京
府
下
痛
列
拉
病
流
行
中
検
疫
事
務
勉
励
候
一
一
付
為
慰
労
金
拾
五
円
給
与
候
事

明
治
十
二
年
二
月
東
京
地
方
衛
生
会

内
務
卿
伊
藤
博
文
画

一
、
鹿
児
島
逆
徒
征
討
之
際
尽
力
其
労
不
少
候
二
付
金
五
拾
円
下
賜
候
事

明
治
十
二
年
十
二
月
十
七
日

一
、
第
千
七
百
六
拾
八
号
栃
木
県
士
族
石
崎
鼎
吾

右
内
外
医
術
開
業
免
許
候
事

栃
木
県
検
疫
医
申
付
候
事

明
治
十
五
年
八
月
栃
木
県

明
治
十
三
年
一
月
二
十
一
日
警
視
局

明
治
十
三
年
二
月
ョ
リ
全
十
四
年
三
月
迄
東
京
京
橋
松
屋
町
開
業

明
治
十
四
年
四
月
帰
郷
栃
木
県
下
都
賀
郡
壬
生
町
二
開
業

明
治
十
二
年
五
月
十
四
日

栃
木
県

栃
木
県
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菊
紋
章
打
ち
込
み
医
術
ヲ
以
一
一

明
治
十
七
年
五
月
十
五
日

一
、
客
年
検
疫
事
務
勉
励
候
二
付
金
壹
円
五
拾
銭
賞
賜
候
事

明
治
十
六
年
六
月
廿
一
日
栃
木
県

右
之
通
相
違
無
之
候
也

明
治
十
八
年
十
月

(二）医
籍
二
登
録
ス

内
務
卿
正
四
位
勲
一
等
山
縣
有
朋
画

此
免
状
ヲ
勘
査
シ
第
一
八
九
六
号
ヲ
以
テ

開
業
医

（
６
）

医
師
開
業
免
状
（
写
）

栃
木
県
士
族

栃
木
県
下
都
賀
郡
壬
生
町
二
百
八
拾
壹
番
地

開
業
医
石
崎
鼎
吾

衛
生
局
長

内
務
省
三
等
出
仕
正
五
位
勲
四
等長

與
專
斎
團

医
術
ヲ
以
テ
奉
職
セ
シ
履
歴
ニ
拠
り
此
免
状
ヲ
授
与
ス

石
崎
鼎
吾
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第
七
回
の
講
習
科
に
志
願
せ
る
も
の
鼻
中
入
学
試
験
を
要
す
る
分
は
客
月
二
十
八
日
よ
り
三
十
日
ま
で
都
合
四
日
間
同
学
選
科
入
学
志
願

者
と
共
に
試
験
せ
ら
れ
た
り
試
験
課
目
は
解
剖
学
、
生
理
学
、
病
理
学
、
内
科
学
、
外
科
学
、
産
科
及
婦
人
科
学
、
薬
物
学
、
眼
科
学
に
し

て
試
験
委
員
は
三
宅
、
大
澤
、
佐
藤
、
青
山
、
大
澤
（
岳
太
郎
）
甲
野
、
千
葉
の
諸
教
授
助
教
授
な
り
而
し
て
受
験
者
の
数
は
十
九
名
に
し
て

内
及
第
者
は
講
習
科
に
二
人
（
志
願
者
八
人
）
撰
科
に
九
人
（
志
願
者
十
一
人
）
合
計
十
一
名
あ
り
此
等
の
人
々
は
次
学
年
よ
り
夫
々
入
学
せ
し

め
ら
る
蚤
由
其
他
国
家
試
験
に
無
試
験
に
て
入
学
の
資
格
あ
る
者
の
志
願
者
十
八
名
あ
り
と
云
う
。
」

（
８
）

国
家
医
学
会
雑
誌
第
七
十
号
（
明
治
二
十
六
年
二
月
号
）
に
よ
れ
ば
、

「
◎
第
七
回
国
家
医
学
講
習
科
修
了
者
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
於
て
昨
二
十
五
年
十
二
月
十
六
日
第
七
回
国
家
医
学
講
習
科
を
修
了
せ

し
者
左
の
如
し
（
官
報
第
二
千
八
百
五
十
三
号
）
合
計
四
十
三
名
。

石
田
肇
大
坂
、
伊
藤
眞
太
郎
埼
玉
、
小
原
久
良
喜
宮
城
、
横
山
新
五
郎
宮
城
、
石
井
仲
琢
福
岡
、
林
爲
次
郎
福
岡
、
渡
辺

柳
吉
岐
阜
、
田
部
井
三
郎
東
京
、
一
藤
元
嗣
兵
庫
、
大
坪
寛
佐
賀
、
和
田
玄
達
茨
城
、
積
山
誠
吉
長
崎
、
犬
塚
同
一
佐

賀
、
大
賀
郁
福
岡
、
加
地
留
太
郎
大
坂
、
辻
谷
幾
蔵
大
坂
、
今
中
渭
吾
奈
良
、
小
室
昌
信
島
根
、
勝
又
愛
次
郎
静
岡
、
難

波
貢
廣
島
、
村
山
源
三
郎
宮
城
、
八
木
正
春
兵
庫
、
北
岡
幾
一
郎
青
森
、
下
村
文
蔵
奈
良
、
村
尾
敏
長
崎
、
松
本
道
伯

福
岡
、
木
村
要
三
郎
島
根
、
森
岡
鹿
三
郎
高
知
、
野
村
道
二
郎
茨
城
、
松
江
意
之
石
川
、
北
崎
永
次
福
岡
、
森
山
麟
二
郎
福

岡
、
久
保
常
三
奈
良
、
東
藤
九
郎
大
坂
、
三
木
瀧
次
福
岡
、
鈴
木
盆
枝
山
形
、
國
田
桂
治
岐
阜
、
天
野
十
郎
栃
木
、
御
手
洗

良
慥
大
分
、
菅
周
作
岩
手
、
山
野
元
三
郎
兵
庫
、
岸
本
虎
槌
福
岡
、
塩
田
見
龍
徳
島
」

㈲
明
治
廿
五
年
七
月
国
家
医
学

「
◎
医
科
大
学
国
家
医
学
講
習
科

四
医
学
講
習
科
実
施
経
過

（
７
）

明
治
廿
五
年
七
月
国
家
医
学
第
三
号
に
よ
れ
ば
左
の
記
事
あ
り
。
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（
８
）

口
国
家
医
学
会
雑
誌
第
七
十
号
に
よ
れ
ば
第
八
回
国
家
医
学
講
習
科
の
記
事
あ
り
。

（
８
）

「
◎
第
八
回
国
家
医
学
講
習
科
同
科
講
義
は
愈
去
月
十
六
日
よ
り
開
始
せ
ら
れ
た
り
其
時
間
割
表
左
の
如
し

回
（
後
述
）
の
如
き
臨
床
関
係
の
時
間
が
な
い
（
表
１
）

（
９
）

同
講
習
科
卒
業
記
事
は
国
家
医
学
会
雑
誌
第
七
十
四
号
（
明
治
廿
六
年
六
月
十
五
日
）
に
第
八
回
卒
業
生
の
記
事
が
あ
る
左
の
如
し

◎
国
家
医
学
講
習
科
卒
業
人
名
前
項
の
如
く
第
八
回
国
家
医
学
講
習
科
を
修
了
ら
せ
る
者
の
氏
名
左
の
如
し
（
氏
名
イ
ロ
ハ
順
）

五
十
嵐
充
群
馬
、
石
橋
玄
伯
千
葉
、
西
田
謙
三
福
岡
、
土
井
與
助
石
川
、
大
田
三
郎
福
島
、
大
野
吉
太
郎
愛
知
、
岡
田
豊
吉

廣
島
、
萩
原
達
彦
長
野
、
渡
辺
草
哉
愛
媛
、
川
瀬
外
記
次
郎
愛
知
、
河
合
虹
平
静
岡
、
我
如
古
楽
一
郎
沖
縄
、
高
田
英
太
郎
福

岡
、
副
島
太
郎
佐
賀
、
永
沼
椿
平
福
岡
、
中
島
魏
福
岡
、
中
井
育
福
井
、
村
越
西
三
千
葉
、
村
上
寛
岐
阜
、
野
田
音
之
助

岐
阜
、
野
部
誠
之
東
京
、
野
澤
道
太
郎
埼
玉
、
楠
木
憲
吉
千
葉
、
山
本
小
太
郎
滋
賀
、
山
内
進
福
井
、
松
久
貢
一
岐
阜
、

問
島
國
三
郎
神
奈
川
、
馬
島
清
治
佐
賀
、
藤
田
正
夫
愛
知
、
藤
井
芳
哉
大
坂
、
小
島
榮
青
森
、
小
坂
友
吉
奈
良
、
秋
山
金

也
栃
木
、
有
賀
立
雄
東
京
、
東
藤
三
郎
大
坂
、
斎
藤
記
一
郎
山
形
、
菊
岡
昌
太
郎
宮
城
、
佐
竹
孝
之
助
宮
城
、
北
島
庚
吉
佐

賀
、
結
城
金
吉
埼
玉
、
三
輪
友
吉
愛
知
、
清
水
愛
福
岡
、
島
田
吉
俊
福
井
、
白
木
貫
一
岐
阜
、
清
水
武
文
栃
木
、
菅
井
竹

表 1

’｜｜
’
土金木水火月

曜曜曜曜曜曜

雌
本
婚
教
鐸
同
上
続
榊
率
鐸
鍔
剰
巷
蕪
罐

確
山
啓
教
塞
同
上
輌
濱
生
講
孵
同
上
一

南
生
鵯
司
上
繩
脚
銀
擢
同
上

緒
方
教
授
Ｉ

法
雷
學
毒
物
論

片
山
教
授
高
椿
教
授

辮
方
生
教
鐸
同
上
責
地
貿
地

病
理
學

買
地
同
上

三
浦
教
授

自
八
時
王
九
一
幅
九
時
至
十
一
道
群
時
至
十
一
値
才
痔
時
至
一
宅
端
二
時
至

Ｉ

同
上｜’

こ
の
時
間
表
に
は
第
九
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転
移
栓
塞
の
機
能
及
び
其
作
用

飲
食
消
化
の
器
械
的
作
用

一
、
歯
牙
の
種
類
、
各
種
歯
牙
の
用
二
、
舌
の
運
動
の
種
類
及
各
種
運
動
を
作
為
す
る
筋
の
名
称
三
、
咀
噛
に
関
す
る
筋
の
名
称
四
、

嚥
下
五
、
胃
の
運
動
、
種
類
、
神
経
、
嘔
吐
六
、
腸
の
運
動
の
種
類
、
運
動
を
主
る
神
経
、
脱
糞

ぱ
左
に
掲
く

（
Ⅲ
）

日
第
九
回
国
家
医
学
講
習
科
入
学
に
関
す
る
記
事
は
国
家
医
学
会
雑
誌
第
七
十
五
号
（
明
治
廿
六
年
七
月
十
五
日
）
に
ま
ず
掲
載
さ
れ
た
。

「
◎
国
家
医
学
講
習
科
及
選
科
生
入
学
試
業
の
結
果
並
問
題

第
九
回
国
家
医
学
講
習
科
生
及
撰
科
生
入
学
試
業
は
去
る
廿
一
日
を
以
て
完
了
せ
り
受
験
者
選
科
十
九
名
講
習
科
九
名
合
計
二
十
六
名
に
し

て
落
第
せ
し
も
の
二
人
選
科
生
は
本
年
志
願
者
沢
山
な
る
を
以
て
抽
選
を
以
て
入
学
の
許
否
を
定
め
ら
れ
た
る
由
な
り
今
其
問
題
を
得
た
れ

十
余
名
な
り
し
と
云
う
」

吉
京
都
、
住
友
昌
次
郎
徳
島
、
岩
杉
金
平
奈
良

◎
国
家
医
学
講
習
科
卒
業
生
の
祝
宴
同
科
第
八
回
国
家
医
学
講
習
生
諸
氏
は
、
去
月
十
五
日
午
後
三
時
よ
り
上
野
松
源
楼
に
教
授
諸
氏

を
招
き
祝
宴
を
張
ら
れ
た
り
着
席
す
る
や
先
づ
秋
山
金
也
氏
開
会
の
主
旨
を
演
じ
次
で
片
山
教
授
の
祝
詞
あ
り
次
で
中
井
育
氏
の
答
詞
及
び

楠
木
憲
吉
、
太
田
三
郎
、
斎
藤
紀
一
郎
、
松
久
貢
一
氏
等
の
祝
詞
あ
り
右
終
て
十
二
分
の
歓
を
尽
し
て
散
会
し
た
る
が
当
日
の
出
席
者
は
六

（
第
一
問
）

生
理
学

嚥
下
五
、

病
理
学

内
科
学
（
二
十
日
）

解
剖
及
組
織
学
（
十
九
日
）

一
問
）
肺
臓
の
造
構
、
脈脈
管
、
神
経
（
第
二
間
）
胸
骨
に
起
始
又
は
抵
止
す
る
筋
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（
第
一
問
）
尿
閉
（
第
二

薬
物
学
（
二
十
一
日
）

麦
角
と
は
如
何
其
有
効
、

臂
位
産
の
所
置
」

（
Ⅱ
）

側
国
家
医
学
会
雑
誌
第
七
十
七
号
（
明
治
二
十
六
年
九
月
十
五
日
）
に
は
第
九
回
国
家
医
学
講
習
科
入
学
者
氏
名
発
表
さ
れ
た
。

「
◎
国
家
医
学
講
習
科
今
回
の
医
科
大
学
国
家
医
学
講
習
科
は
入
学
者
四
十
七
名
に
し
て
今
十
五
日
よ
り
始
業
す
と
云
う
某
姓
名
左
の

如
し
。

（
省
略
・
後
述
）
」

府
県
別
に
四
十
七
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
の
全
員
修
業
記
念
写
真
の
裏
に
教
官
は
じ
め
全
員
の
住
所
氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
記
録
し
た
の
で
こ
こ
で
は
重
複
を
さ
け
て
省
略
す
る
。

一
患
者
あ
り
其
遠
点
（
ｒ
）
は
廿
五
「
セ
ン
チ
メ
ー
テ
ル
」
に
し
て
其
近
点
（
ｐ
）
は
十
「
セ
ン
チ
メ
ー
テ
ル
」
な
り

一
、
其
屈
折
態
は
如
何
二
、
調
節
力
（
ａ
）
は
幾
曲
光
な
る
や
三
、
遠
用
と
し
て
患
者
に
与
ふ
る
眼
鏡
の
種
類
及
び
其
撰
定
法
如
何

（
第
一
問
）

外
科
学

（
岨
）

国
家
医
学
会
雑
誌
第
八
十
号
（
明
治
廿
六
年
十
一
一
月
十
五
日
）
に
よ
れ
ば
第
九
回
国
家
医
学
講
習
科
終
了
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
◎
国
家
医
学
講
習
科
第
九
回
国
家
医
学
講
習
科
は
本
年
十
二
月
下
旬
を
以
て
完
了
す
る
に
付
第
十
回
は
来
る
廿
七
年
一
月
上
旬
よ
り

眼
科
学

産
科
学

腸
「
チ
フ
ス
」
、
（
第
二
問
）
肺
結
核

問
…

成
分
、
生
理
作
用
、
中
毒
、
適
症
及
処
方

水
脈
腺
肥
大
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（
咽
）

田
国
家
医
学
会
雑
誌
第
八
十
二
号
（
明
治
廿
七
年
二
月
十
五
日
）
に
は
第
十
回
国
家
医
学
講
習
科
の
開
始
と
入
学
生
人
名
が
掲
載
さ
れ
た
。

「
◎
医
科
大
学
国
家
医
学
講
習
科
本
年
同
科
へ
入
学
し
た
る
講
習
生
は
第
十
回
目
に
し
て
総
数
五
十
名
あ
り
講
習
時
間
と
受
持
講
師
は

前
回
と
同
一
に
し
て
授
業
は
一
月
十
五
日
よ
り
開
始
せ
り
今
其
入
学
生
の
人
名
を
掲
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。
（
イ
ロ
ハ
順
）

池
田
芳
松
富
山
、
池
江
喜
助
鹿
児
島
、
波
多
野
俊
太
郎
東
京
、
原
幸
太
郎
静
岡
、
堀
江
治
三
郎
愛
知
、
豊
浦
秀
丸
神
奈
川
、

富
村
玄
仙
茨
城
、
千
秋
芳
磨
三
重
、
尾
崎
捨
蔵
新
潟
、
小
田
定
博
愛
媛
、
大
塚
速
水
福
岡
、
奥
山
孝
康
愛
媛
、
岡
田
忍
岳
富

山
、
渡
辺
義
文
岐
阜
、
片
桐
重
明
東
京
、
川
崎
五
郎
兵
衛
富
山
、
神
岡
常
七
埼
玉
、
田
口
正
三
岐
阜
、
瀧
井
鰡
吉
福
岡
垣

内
萬
寿
太
郎
和
歌
山
、
難
波
江
金
多
愛
知
、
永
濱
萬
吉
郎
佐
賀
、
村
松
林
外
京
都
、
宇
都
宮
体
次
郎
東
京
、
宇
野
甚
三
富
山
、

黒
田
貞
三
郎
茨
城
、
工
藤
万
寿
司
山
形
、
栗
栖
菱
三
奈
良
、
山
口
石
男
岐
阜
、
山
本
禮
之
和
歌
山
、
矢
島
忠
東
京
、
増
子
貞

策
栃
木
、
船
田
昌
衛
愛
媛
、
小
久
保
忠
作
埼
玉
、
児
玉
善
吉
秋
田
、
小
林
爲
三
郎
茨
城
、
是
澤
恂
一
香
川
、
小
堀
鉦
四
郎
茨

城
、
近
藤
寛
治
山
梨
、
阿
部
恒
治
山
形
、
天
野
快
三
神
奈
川
、
岸
良
雄
奈
良
、
菊
池
武
恒
東
京
、
光
永
常
次
郎
山
口
、
柴
田

有
終
青
森
、
白
井
滿
愛
媛
、
白
井
要
香
川
、
弘
生
三
馨
愛
媛
、
平
野
其
夫
栃
木
、
須
田
亮
三
郎
福
井
。

㈲
石
崎
鼎
吾
講
習
生
に
な
る
迄
の
経
過

鼎
吾
は
国
家
医
学
講
習
科
発
足
（
明
治
廿
三
年
）
以
来
栃
木
県
庁
内
務
部
長
に
入
学
（
県
派
出
生
）
を
希
望
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
証

授
業
を
始
め
ら
る
畠
由
○
同
科
第
十
回
へ
入
学
志
願
の
者
は
学
業
履
歴
書
（
卒
業
証
書
あ
ら
ば
其
写
）
相
添
へ
来
る
十
二
月
十
日
ま
で
に
医

科
大
学
へ
願
出
く
し
但
し
入
学
試
験
は
十
二
月
中
旬
施
行
の
見
込
な
い
と
云
う
。
○
医
科
大
学
助
手
富
岡
美
矢
太
氏
は
同
生
徒
四
十
八
人
を

伴
い
横
浜
水
道
工
事
参
観
の
為
め
去
月
廿
六
日
同
地
へ
出
張
せ
ら
れ
た
る
由
。
○
同
科
の
終
了
も
切
迫
せ
る
を
以
て
同
科
生
徒
は
去
る
二
日

医
科
大
学
構
内
に
於
て
一
同
撮
影
し
終
て
教
授
助
手
事
務
員
諸
氏
を
上
野
櫻
雲
台
に
招
待
し
慰
労
の
宴
を
開
き
た
り
先
同
科
惣
代
と
し
て
石

崎
鼎
吾
氏
開
会
の
趣
旨
を
述
べ
緒
方
教
授
謝
辞
を
述
べ
赤
羽
、
二
宮
、
堀
、
小
穴
、
竹
内
等
諸
氏
の
慰
労
の
演
説
あ
り
各
充
分
の
歓
を
尽
し

て
午
後
八
時
過
ぎ
散
会
し
た
り
と
云
う
」
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（
Ｍ
）

拠
書
類
を
次
に
示
す
。

之
殿
御
通
達
候
也

往
第
一
○
四
七
、
往
第
一
二
一
九
及
往
第
一
二
一
九
号
ヲ
以
テ
浅
野
虎
三
郎
外
二
名
本
学
医
科
大
学
国
家
医
学
講
習
科
へ
入
学
ノ
義
二
付

御
照
会
ノ
趣
了
承
仕
候
処
他
府
県
庁
ョ
リ
申
込
意
外
数
多
有
之
候
二
付
テ
ハ
各
県
庁
申
込
人
員
ノ
比
例
二
從
上
先
例
ニ
依
り
到
着
順
ヲ
以
テ

左
記
ノ
者
壹
名
第
四
回
募
集
之
内
へ
入
学
可
免
許
其
条
此
段
及
仕
答
候
也

第
八
回
医
科
大
学
国
家
医
学
講
習
科
生
徒
募
集
二
付
本
県
特
選
派
出
之
儀
其
筋
ヨ
リ
照
会
之
次
第
も
有
之
候
其
条
入
学
御
志
願
一
一
候
ラ
バ

特
選
派
出
之
儀
来
ル
十
月
迄
二
郡
衙
ヲ
経
テ
当
庁
へ
御
出
願
有
之
度
渡
規
則
及
講
習
者
心
得
共
相
添
此
段
申
進
候
也

㈲
「
内
三
第
四
四
二
号

第
四
回
国
家
医
学
講
習
科
入
学
志
願
申
立
置
候
虎
今
般
大
学
総
長
ョ
リ
別
紙
写
シ
ノ
通
り
回
答
相
成
候
ニ
付
今
回
ハ
許
可
不
可
成
御
領
承

口
明
治
廿
五
年
の
公

「
○
三
第
七
四
五
一
号

明
治
二
十
三
年
十
二
月
十
三
日

栃
木
県
内
務
部
長
徳
久
恒
範
回

石
崎
鼎
吾
殿

栃
木
県
知
事
折
田
平
内
殿

明
治
廿
三
年
十
二
月

（
蛎
）

明
治
廿
五
年
の
公
文
書

帝
国
大
学
総
長
文
学
博
士
加
藤
弘
之

浅
野
虎
三
郎
」
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医
科
大
学
国
家
医
学
講
習
科
第
九
回
受
業
来
ル
九
月
十
五
日
ョ
リ
開
始
一
一
付
受
業
料
金
拾
弐
円
持
参
同
日
八
日
午
前
九
時
出
頭
可
致
旨
通

達
方
照
会
有
之
候
条
右
時
刻
迄
二
出
頭
可
致
問
此
段
及
通
達
候
也

追
テ
本
文
入
学
ノ
許
否
ハ
医
科
大
学
ノ
都
合
二
寄
り
致
儀
二
付
或
ハ
本
願
入
学
相
成
兼
候
場
合
有
之
事
モ
難
計
確
定
之
上
ハ
追
テ
通
報
可

致
候
将
又
経
費
ハ
悉
皆
自
弁
卜
御
承
知
有
之
度
爲
念
申
添
候
也
」

（
〃
）

第
九
回
国
家
医
学
講
習
科
授
業
時
間
割
表
を
表
２
に
示
し
た
。
こ
の
時
間
表
は
九
月
十
五
日
よ
り
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
。

追
テ
御
入
学
ノ
上
ハ
其
旨
当
庁
へ
届
出
相
成
度
此
段
申
添
候
也

鼎
吾
は
第
九
回
で
入
学
許
可
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

口
明
治
廿
六
年
の
公
文

「
内
三
第
四
九
四
七
号

こ
の
回
も
入
学
不
採
用
で
あ
っ
た
。

（
略
）

日
明
治
廿
六
年
の
公
文
書

五
、
講
習
科
授
業
内
容

石
崎
鼎
吾
殿

明
治
廿
六
年
八
月
十
四
日

石
崎
鼎
吾
殿

明
治
廿
五
年
十
二
月
二
日

栃
木
県
内
務
部
園

栃
木
県
内
務
部
画

L一一
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規
定
の
主
要
課
目
す
な
わ
ち
法
医
学
、
衛
生
学
、
精
神
病
学
の
外
に
毒
物
学
、
衛
生
学
実
習
、
徽
菌
学
及
実
習
な
ど
が
あ
る
。
午
後
は
病

院
に
於
て
見
学
か
講
義
が
行
わ
れ
た
。
内
科
、
外
科
、
小
児
科
、
婦
人
科
、
産
科
、
眼
科
、
診
断
学
、
薬
物
学
の
時
間
割
が
あ
り
、
鼎
吾
は

す
べ
て
の
科
目
で
ノ
ー
ト
を
残
し
て
い
る
の
で
講
義
が
行
わ
れ
た
。
衛
生
医
事
法
も
勿
論
月
曜
午
前
に
講
義
さ
れ
て
い
る
。

鼎
吾
は
横
罫
洋
式
ノ
ー
ト
に
鉛
筆
で
横
書
筆
記
し
た
。
一
科
目
五
十
乃
至
八
十
頁
に
わ
た
り
清
書
し
て
あ
る
。
次
に
科
目
毎
に
表
題
と
講

時 間表

土 金 木 水 火 月
8時

病
理

法
医
砿Ⅱ

法
医
師

衛
生
締

衛
生
締

9時
病法法
理医医

三浦片山片山

△
＋
エ

全
上

企
上

10時
毒
物

衛
生

毒
物

衛
生

毒
物
熊

精
神
榊

精
神
榊

衛
生
締実地研修実地研修

11時
徴
菌

実地研修

全
上

衛
生

医
事

徽
菌

全
上

全
上

三宅
正午
1時

外
科

外
科

外
科

内
科
一

小
児
科

内
科

2時
診
断
学

内
科

眼
科

眼
科

診
断
学

眼
科

3時
婦
人
科

薬
物
学

産
科

薬
物
学

検
眼
鏡

検
眼
鏡

4時

(33）､のり
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（
剛
）

が
任
命
さ
れ
た
。

（
肥
）

師
を
ま
と
め
た
。

法
医
学

衛
生
学

病
理
解
剖
学

精
神
病
学

毒
物
学

医
事
衛
生
学

徽
菌
学

生
理
学

裁
判
医
学

顕
微
鏡
学

外
科
治
方
論
ヒ
ル
ギ
ヒ
ヱ
・
ハ
ク
ル
・
シ
ッ
テ
ル
・
レ
ー
ン
第
一
大
学
東
京
医
学
校
外
野
氏
口
授

第
一
器
械
学
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
ト
・
レ
ー
ン

第
二
繍
帯
学
ワ
ル
ト
ン
ド
・
レ
ー
ン

第
三
手
術
学
オ
ペ
ラ
チ
オ
ン
ス
・
レ
ー
ン

第
四
薬
剤
学
ア
ル
ッ
イ
イ
シ
ッ
テ
ル
・
レ
ー
ン
」

授
業
は
講
義
・
見
学
・
実
習
に
分
か
れ
て
い
た
の
で
鼎
吾
の
記
録
か
ら
み
て
約
五
十
名
の
生
徒
は
五
班
に
分
け
ら
れ
、
総
代
（
取
締
）
五
氏

（
旧
）

同
時
に
次
の
ノ
ー
ト
が
あ
っ
た
。

指
導
教
官
名
な
し

高
橋
順
太
郎
教
授

術
式
・
講
義
・
見
学

三
宅
秀
教
授

片
山
国
嘉
教
授
、

三
浦
守
治
教
授

全全全 榊
俶
教
授

岡
本
梁
松
教
授
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湯
島
三
丁
目
八
五
高
林
貞
方
岡
野
林
次
郎

本
所
竜
岡
町
廿
一
驫
方
梅
津
清
中

本
郷
六
丁
目
四
山
中
伝
吉
方
犬
飼
元
良

神
田
淡
路
町
二
丁
目
関
根
屋
方
目
澤
富
雄

神
田
宮
本
町
一
大
橋
い
ち
方
石
崎
鼎
吾

（
釦
）
〈
皿
）

鼎
吾
は
辞
令
（
写
真
１
）
と
取
締
役
慰
労
金
が
二
回
（
写
真
２
．
３
）
出
て
い
る
。
百
疋
と
は
廿
五
銭
相
当
と
い
う
。

現
住
所

（
蛇
）

鼎
吾
受
持
の
生
徒
の
病
理
解
剖
時
通
知
先
と
氏
名
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

甲
組

ｑ
一

筆
冒ゞ
一

喀
施
震
錦
一

プ
｜

ｒ
宮
司
‐
‐
』
｜

Ｌ
亘
弘
盃
今
争
Ｆ
Ｊ
宮
王
宮
一

宇
付
樵
よ
子
一

一
一

額
盆
恥

写真’

■
『

t
､≠.r･：..』"

写真2

■
写真3
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丙
ア

神
田
猿
楽
町
三
丁
目
三
安
田
正

乙
ア

乙
ア

丙
ア

神
田
表
神
保
町
十
番
地
板
倉
方

甲
ア

駿
河
台
袋
町
七
番
地
山
本
方

麹
町
一
番
町
四
十
六
番
二
松
学
舎
内

丙
ァ
木

飯
田
町
三
丁
目
二
番
地
浜
田
玄
達
方

駿
河
台
西
紅
梅
町
十
二
山
下
方
寄
留

甲
ァ
竹

本
所
弓
町
一
丁
目
十
九
塩
田
太
郎
吉

乙
ア
堀

神
田
淡
路
町
一
丁
目
一
日
置
志
フ
方

乙
ァ
浅
石
長
雄

梅
町
十
二
山
下
方
寄
留竹

内

丁
目
十
九
塩
田
太
郎
吉
方

一
安
田
正
則
方高

比
良
照
民

久
保
田
亀
鶴

林
義
一

三
宅
義
一

渡
辺
元
一

真
島
丹
吾

木
谷
貴
惣
太

禮
治

軌
栄
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鼎
吾
は
修
了
証
言
二
通
を
残
し
て
い
る
。

（
お
）

修
了
証
書
は
写
真
４
に
示
し
た
。
橡
木
県
と
は
当
時
の
正
式
の
名
称
で
、
栃
木
は
そ
の
略
字
で
あ
る
。

（
狐
）

修
了
試
験
合
格
証
書
は
写
真
５
に
示
し
た
。

前
者
は
石
崎
鼎
吾
で
あ
り
後
者
は
石
崎
鼎
五
で
あ
る
。
鼎
吾
自
身
の
み
な
ら
ず
履
歴
書
の
公
文
書
ま
で
鼎
吾
で
あ
っ
た
り
、
鼎
五
で
あ
っ

た
り
し
て
い
る
が
戸
籍
上
の
正
式
の
名
は
鼎
吾
で
あ
る
た
め
、
本
文
で
は
す
べ
て
鼎
吾
に
統
一
し
た
。
こ
の
証
言
は
書
き
改
め
る
こ
と
が
出

ー一一ー一坪_ー甲ローーーーーーー

●
‐
ｆ
１
忽
ｌ
ゞ
ド
ｈ
Ｉ
‐
ｉ
“
１
ｋ
曲
’
１
Ｊ
ｘ
没
唯
、
Ｊ
ｋ
Ⅸ
裾
１
．
１
祇
・
昨
卜
剛
’
’
’
零
ｌ
ｈ
ｌ
５
帆
Ｉ

‐
１
。
ｂ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
，
ｌ
‐
‐
１
１
１
１
‐
・
・
１
１
．
１
号
ｑ
１
７
．
．
，
３
１
１
‐
１
Ｊ
、
１
刈
刈
和
１
Ｊ
、
１
，
．
１
１
や
、
１
６
，
１

六
、
国
家
医
学
講
習
科
修
了
証
書

講方イ乃
駕ブ 習考一

之
一

十
f 本サ様證警念’’千學

貧ゞ 鋼綱蕊書
籍月月

弱雪_‐
写 真4

ゞ
慾
蝋
獅
評
脚
》
・
、
贈
減
”
《
鍛
謙
“
．
：
。
》
、
、
：
；
、
：
燕

咽
堵
牌
伊
里

‐
【
‐
ｌ毎

ム
ハ
‐

や
》
鄙

桜
太
舞
士
淡

利

雇
礁
刊
晶
郡
上

〆
．

、

域
磨
考
鮮
科
久
喋
創
戒
馨
學
誘
著
糾
１
７

》
硲
季
唾
裳
鍬
久
式
紫
ヲ
亀
》
ヅ
ゼ
リ
｜
総
一
Ｚ

哩
謬
》
ゞ
落
売
婆
入

強
■
‐

《
》
・
熱
彰
．
明
遼
一
千
圭
雀
斗
才
育
呵
ざ
百
・

駕
凝
管
、
・

穴
‐蕊

常
卿
劉
懲
．

：
幕
製
笈
蔭
怠
鳴
喋
蚤
二
蒲
守
鵜
●

》
鐸
窪
緋
聯

蜂
論
調
畢
凝
鐵
誇
礎
一
種
銅
蒼
鴛
墓
あ
一
衝
良
一
珊
鍔
。
．

，
鐸
、丘

望
‐

毎
》

ず
鞄
頻
紳
尭
浄

妻
琴
句
一
一
Ｊ
慰
撫
埜
錐
油
埜
諦
瞬
〆
一

弘
詫
可
‐
‐
Ｊ
‐
‐
‐
‐
宮
‐
亘蕊

聖
『

瀞
漣
餌
；
《
、
！
”
平
ｉ
域
漁
…
鎖
裁
簿
《

写真 5
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来
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
た
。（

Ⅱ
）

前
述
国
家
医
学
会
雑
誌
第
八
十
号
褐
載
の
よ
う
に
第
九
回
講
習
科
生
徒
は
明
治
廿
六
年
十
二
月
二
日
帝
国
大
学
医
科
大
学
構
内
で
教
官
、

事
務
員
、
生
徒
全
員
が
揃
っ
て
記
念
撮
影
を
し
た
。
こ
の
記
事
は
後
述
す
る
。

そ
の
後
、
同
誌
記
事
で
は
上
野
櫻
雲
台
で
慰
労
の
宴
を
開
い
た
と
あ
る
が
、
鼎
吾
の
記
録
で
は
「
湯
島
天
神
社
内
魚
十
、
午
後
三
時
よ
り
」

と
あ
る
。

今
般
第
九
回
国
家
医
学
講
習
ノ
為
メ
各
府
県
ョ
リ
遠
ク
笈
ヲ
束
京
一
一
荷
上
高
等
ノ
医
学
ヲ
学
ブ
豈
二
容
易
ノ
業
ナ
ラ
ン
ャ
是
レ
他
ナ
シ
ー

ッ
ハ
国
家
公
衆
各
自
医
事
衛
生
ノ
禧
奥
ヲ
極
メ
延
テ
国
家
公
衆
ノ
健
康
ナ
ル
幸
福
ヲ
企
図
セ
ン
カ
爲
メ
ナ
リ
然
リ
而
シ
テ
毎
月
一
堂
ノ
上
会

シ
面
識
ア
ッ
テ
府
県
町
村
民
相
互
二
知
ラ
サ
ル
モ
ノ
多
シ
故
二
将
来
友
誼
厚
ク
シ
テ
知
識
交
換
ノ
目
的
ヲ
以
テ
懇
親
会
ヲ
開
カ
ン
ト
ス
賛
成

ノ
諸
君
ハ
順
次
府
県
町
村
氏
名
等
ヲ
記
載
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス

但
シ
府
県
町
村
氏
名
ハ
活
版
二
付
シ
各
自
一
葉
ヲ
所
持
ス
ル
ー

発
起
人
Ｉ

後
者
は
試
験
合
格
証
で
あ
る
た
め
、
担
当
主
任
各
教
授
、
即
ち
三
浦
守
治
、
高
橋
順
太
郎
、
榊
俶
、
三
宅
秀
教
授
の
名
と
印
が
あ
る
。

両
者
共
日
付
は
明
治
二
十
六
年
十
二
月
廿
二
日
（
講
習
科
終
了
日
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
弱
）

謝
恩
会
は
生
徒
全
員
の
総
意
に
よ
る
も
の
で
、
左
記
の
開
催
趣
意
書
原
稿
が
残
っ
て
い
る
。

「
懇
親
会
趣
旨

七
、
記
念
写
真
と
謝
恩
会

338(38）



大
学
長
各
講
師
閣
下
井
二
事
務
員
諸
君
ノ
御
光
臨
ヲ
恭
フ
シ
並
二
本
会
ヲ
開
キ
タ
ル
ハ
他
一
一
非
ラ
ス
吾
々
力
遠
ク
笈
ヲ
東
都
二
荷
上
帝
国

大
学
二
於
テ
国
家
医
学
ノ
講
習
ヲ
受
ヶ
未
夕
終
結
二
至
ラ
サ
ル
モ
其
期
殆
卜
旬
日
ニ
迫
マ
レ
リ
依
テ
唇
ホ
国
家
医
学
ノ
大
意
ヲ
得
領
シ
タ
ル

ハ
之
レ
偏
二
恩
恵
ナ
ル
各
講
師
閣
下
ノ
懇
篤
ナ
ル
誘
導
二
由
ラ
ス
ン
バ
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
故
二
国
家
医
学
終
結
ノ
後
務
メ
テ
之
ヲ
応
用
ス
ル
ニ

於
テ
ハ
吾
々
一
個
ノ
幸
福
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
延
ヒ
テ
国
家
人
民
ノ
幸
福
卜
云
フ
モ
豈
二
敢
テ
過
言
ニ
ハ
非
ラ
サ
ル
ベ
シ
此
ノ
時
二
至
り
始
メ
テ
一

歩
ヲ
進
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
一
歩
ハ
已
二
百
里
二
達
ス
ル
ノ
起
点
ナ
リ
百
里
ハ
已
二
千
里
ニ
達
ス
ル
ノ
起
点
ナ
レ
バ
吾
々
力
恩
恵
ナ
ル
各
講

師
閣
下
ノ
懇
篤
ナ
ル
誘
導
二
報
ユ
ル
ハ
国
家
医
学
ヲ
実
地
二
応
用
ス
ル
’
一
至
ラ
ス
ン
バ
能
ハ
サ
ル
也
然
レ
ト
モ
弦
二
廉
酒
廉
肴
ヲ
進
ム
ル
ハ

数
ヶ
月
間
ノ
慰
労
ヲ
謝
シ
柳
力
其
恩
恵
二
報
上
併
テ
大
学
長
各
講
師
閣
下
井
二
事
務
員
諸
君
ノ
健
康
ヲ
祷
り
帝
国
大
学
ノ
万
歳
ヲ
賀
ス
ル
所

以
ナ
リ

但
シ
午
後
三
時
ョ
リ
」

（
鋪
）

懇
親
会
当
日
医
科
大
学
長
宛
に
生
徒
総
代
連
名
で
感
謝
状
井
に
開
会
の
趣
旨
が
美
濃
紙
に
清
書
さ
せ
て
呈
上
さ
れ
た
。
そ
れ
を
読
み
あ
げ

（
Ⅱ
）

た
の
は
石
崎
鼎
吾
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

会
費
金
五
拾
銭

会
場
湯
島
天
神
社
内

但
シ
午
後
三
時
ョ
リ

活
版
料
ハ
成
脱
稿
ノ
上
実
費
徴
取

「
開
会
ノ
趣
旨

明
治
二
十
六
年
十
二
月
二

国
家
医
学
講
習
科

総
代 魚

十日

梅
津
清
中

339 (39）



犬
飼
元
良

岡
野
林
次
郎

目
澤
富
雄

石
崎
鼎
吾
」

（
”
）

記
念
写
真
を
縮
写
し
て
写
真
６
に
示
し
た
。

最
前
列
は
教
授
・
助
手
・
事
務
員
で
第
二
列
か
ら
が
講
習
科
生
徒
で

あ
る
。
原
写
真
は
四
シ
切
大
に
近
く
、
各
人
が
鮮
明
に
確
認
で
き
る
。

大
版
の
台
紙
の
裏
に
は
写
真
に
合
わ
せ
て
出
身
地
住
所
氏
名
が
印
刷

さ
れ
て
い
る
。

最
前
列
の
事
務
員
、
教
授
、
助
手
氏
名
を
右
よ
り
の
く
る
。

本
郷
区
森
川
町
一
番
地
百
瀬
達
太
郎

日
本
橋
区
薬
研
堀
町
三
四
番
地
畑
定
義

下
谷
区
中
根
岸
町
八
一
番
地
村
上
庄
太

帝
国
大
学
寄
宿
舎
教
授
岡
本
染
松

麹
町
区
富
士
見
町
二
’
三
九
教
授
高
橋
順
太
郎

本
郷
区
駒
込
東
片
町
一
六
○
教
授
緒
方
正
規

小
石
川
区
茗
荷
谷
町
三
三
教
授
片
山
国
嘉

本
郷
区
駒
込
蓬
来
町
四
五
教
授
小
金
井
良
精

本
郷
区
竜
岡
町
十
七
教
授
三
宅
守
治

全 員 懇 親 会 記 念 写真写真6
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本
郷
区
湯
島
天
神
一
’
五
三
竹
崎
季
薫

帝
国
大
学
衛
生
学
教
室
助
手
富
岡
美
矢
太

本
郷
区
駒
込
曙
町
七
市
川
寛
繁

本
郷
区
駒
込
西
片
町
十
ノ
十
九
鈴
木
忠
行

第
二
列
か
ら
生
徒
で
あ
る
。
右
よ
り
の
べ
る
。

長
野
県
東
筑
摩
郡
松
本
町
飯
田
町
藤
森
亀
太
郎

福
井
県
勝
山
町
高
澤
透

石
川
県
石
川
郡
美
川
南
町
内
匠
益
次

岩
手
県
南
閉
伊
郡
大
槌
町
浅
石
長
雄

滋
賀
県
近
江
国
阪
山
郡
大
荘
村
寺
田
下
阪
禮
吉

広
島
県
安
芸
国
豊
田
郡
忠
海
町
松
葉
暹

全
備
後
国
中
奴
郡
上
下
村
岡
本
恭
重

東
京
市
神
田
区
東
松
下
町
廿
一
目
澤
富
雄

岡
山
県
備
中
国
下
道
郡
二
万
村
木
谷
貴
惣
太

埼
玉
県
秩
父
郡
中
川
村
横
田
安
十
郎

滋
賀
県
野
州
郡
義
王
村
木
村
松
五
郎

長
野
県
南
安
曇
郡
南
穂
高
村
小
穴
甫
吉

第
三
列
生
徒
氏
名
右
よ
り

大
分
県
豊
後
国
下
毛
郡
中
津
町
大
江
億
司
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神
奈
川
県
三
浦
郡
初
声
村

岡
山
県
備
中
国
後
月
郡
西
江
原
村

岐
阜
県
不
破
郡
府
中
村
二
十
三

石
川
県
能
登
国
羽
咋
郡
柏
崎
村
宿

三
重
県
度
会
郡
神
原
村
桧
山
十
三

宮
城
県
磐
城
国
伊
具
郡
角
田
町

京
都
府
丹
波
国
何
鹿
郡
山
家
村

山
形
県
山
形
市
八
日
町
六
八
五

束
京
市
赤
阪
区
青
山
権
田
原
町
十
七

福
井
県
大
野
郡
下
庄
村
中
野
金
森
元
貞

群
馬
県
南
勢
多
郡
木
瀬
村
北
爪
秀
吉

東
京
市
浅
草
区
西
仲
町
廿
番
地
小
原
登

山
形
県
南
村
山
郡
上
山
町
梅
津
清
中

宮
城
県
宮
城
郡
松
島
村
手
樽
十
九
二
宮
以
忠

秋
田
県
秋
田
市
士
手
長
町
上
丁
九
大
越
恭
英

宮
城
県
志
田
郡
古
川
町
犬
飼
元
良

福
井
県
南
條
郡
南
日
野
村
林
義
一

山
口
県
長
門
国
厚
狭
郡
三
国
町
今
新
久
保
田
亀
鵺

第
四
列
生
徒
氏
名
右
よ
り

斎
藤
研
精

三
村
尚
斎

岩
田
芳
之
助

岡
野
林
次
郎

西
井
梅
太
郎

鈴
木
精
一
郎

菅
井
竹
吉

堀
禮
治

託
摩
武
彦
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高
知
県
香
美
郡
赤
岡
村

第
五
列
生
徒
氏
名
右
よ
り

栃
木
県
下
都
賀
郡
寒
川
村

香
川
県
豊
田
郡
辻
村

栃
木
県
下
都
賀
郡
壬
生
町
三
七
三

福
井
県
越
前
国
坂
井
郡
三
国
町
大
門

岡
山
県
備
中
国
後
月
郡
井
原
村

高
知
県
高
岡
郡
新
居
村
七
十

和
歌
山
県
有
田
郡
湯
浅
仲
町

香
川
県
那
珂
郡
丸
亀
大
字
風
袋
町

第
六
列
生
徒
氏
名
右
よ
り

新
潟
県
中
頸
城
郡
黒
川
村
竜
島
政
太
郎

福
島
県
北
会
津
郡
若
松
町
横
三
日
町
赤
羽
操

三
重
県
伊
勢
国
一
志
郡
久
居
村
四
五
加
藤
辰
一

青
森
県
弘
前
市
南
川
端
町
五
竹
内
軌
英

福
岡
県
三
池
郡
大
牟
田
町
大
牟
田
蓮
尾
春
甫

福
岡
県
筑
後
国
山
門
郡
下
瀬
高
町
真
島
丹
吾

千
葉
県
安
房
国
朝
夷
郡
千
歳
村
小
澤
興

生
徒
の
出
身
府
県
別
分
類
で
は
青
森
一
、
秋
田
一
、
岩
手
一
、
山
形
二
、
宮
城
三
、
福
島
一
、
群
馬
一
、
栃
木
二
、
埼
玉
一
、
東
京
三
、

赤
井
泰
亮

堯
天
義
央

石
崎
鼎
吾

高
比
良
照
民

船
石
保
太

中
内
如
恒

橋
爪
精
一

堀
江
頼
信

田
内
貞
久
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験
ヲ
見
学
セ
リ

廿
六
年
九
月
七
日
笈
ヲ
荷
ツ
テ
東
京
二
到
ル
不
肖
鼎
吾
齢
ハ
初
老
二
重
ン
ト
シ
且
シ
老
母
ハ
七
十
当
七
ニ
シ
テ
妻
子
六
名
ア
リ
末
女
ハ
未

夕
哺
乳
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
一
家
ノ
経
済
ヲ
老
母
妻
子
二
託
シ
自
費
ヲ
以
テ
笈
ヲ
荷
ツ
テ
東
京
二
到
ル
豈
二
容
易
ノ
業
ナ
ラ
ン
ヤ
然
し
ト
モ
知

事
ノ
命
辞
ス
ル
能
ハ
ス
廿
六
年
九
月
七
日
出
京
セ
リ
然
ル
ー
入
学
期
日
ハ
九
月
十
五
日
ナ
レ
ハ
其
間
余
リ
ア
リ
依
テ
赤
十
字
病
院
ニ
到
り
病

体
解
剖
ヲ
実
験
シ
且
ッ
順
天
堂
病
院
東
京
病
院
杏
雲
堂
病
院
ヲ
得
観
ス
且
ッ
順
天
堂
ハ
日
曜
毎
一
一
日
ハ
手
術
ナ
ル
カ
故
二
何
十
何
ノ
手
術
実

務
が
あ
り
、
そ
の
報
牛

「
奉
答
言
及
復
命
書

千
葉
一
、
神
奈
川
一
、
長
野
二
、
新
潟
一
、
石
川
二
、
岐
阜
一
、
京
都
一
、
福
井
四
、
和
歌
山
一
、
三
重
二
、
滋
賀
二
、
岡
山
三
、
香
川
二
、

高
知
二
、
広
島
二
、
山
口
一
、
大
分
一
、
福
岡
二
、
合
計
四
十
七
名
で
あ
る
。

テ
廿
六
日
九
月
特
選
ノ
命
二
応
ス

右
ノ
日
割
二
応
シ
講
習
ノ
概
喜
モ
記
載
ス
ル
ハ
左
ノ
如
シ

九
月
十
五
日
大
学
二
入
学
ス
講
義
日
割
ハ
表
式
ノ
如
ク
ナ
リ

不
肖
鼎
吾
謹
テ
知
事
閣
下
二
復
命
ス
明
治
廿
五
年
第
何
月
何
日
国
家
医
学
講
習
ノ
為
メ
入
学
ス
ヘ
キ
者
二
特
選
セ
ラ
ル
然
ル
ー
事
故
ア
シ

鼎
吾
は
県
内
務
部
推
薦
に
よ
り
特
選
派
出
生
と
し
て
第
九
回
国
家
医
学
講
習
科
に
入
学
し
た
の
で
、
修
了
後
栃
木
県
知
事
宛
に
報
告
の
義

（
躯
）

が
あ
り
、
そ
の
報
告
書
の
控
え
が
残
っ
て
い
る
。
次
に
の
べ
る
。

表
式
（
略
）

法
医
学
上
二
就
テ

以
下
省
略

八
、
奉
答
言
及
復
命
書

'一一
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十
一
月
十
六
日

大
橋
い
ち
え

神
田
区
宮
本
町
一
番
地

（
鋤
）

こ
の
記
述
に
一
致
す
る
葉
書
通
知
状
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
。

「
前
略
陳
者
明
十
六
日
卵
巣
手
術
有
之
候
間
身
体
衣
服
可
成
清
潔
法
御
施
行
ニ
テ
正
午
十
二
時
頃
迄
二
御
来
院
御
伝
申
候

（
鋤
）

鼎
吾
は
国
家
医
学
講
習
科
修
了
直
後
郷
里
壬
生
町
に
帰
る
と
、
町
有
志
百
数
十
名
の
企
画
で
祝
宴
が
あ
っ
た
。

祝
宴
会
臨
会
者
姓
名
簿

石
崎
鼎
吾
君
国
家
医
学
卒
業
帰
町
ニ
付

「
会
場
壬
生
町
綿
屋
楼

明
治
廿
六
年
十
二
月
廿
五
日
発
起
者

（
後
略
）
」

明
治
中
期
、
日
本
の
近
代
化
進
歩
に
伴
い
医
療
行
政
の
基
本
で
あ
る
予
防
、
衛
生
、
裁
判
医
学
の
実
際
的
運
営
に
支
障
を
起
こ
し
て
い
た

石
崎
鼎
吾
殿

九
、
壬
生
町
の
祝
宴

十
、
考
察

本
郷
湯
島
五
丁
目

順
天
堂
講
堂
」
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「
国
政
医
学
会
は
明
治
十
六
年
長
谷
川
泰
ら
が
東
京
私
立
国
政
医
学
研
究
会
を
開
き
、
国
政
に
関
す
る
医
学
を
研
究
し
以
て
司
法
及
行
政
を

（
犯
）

補
翼
す
る
を
目
的
で
旗
上
さ
れ
た
が
、
同
氏
の
病
気
で
延
期
さ
れ
、
二
十
年
に
到
に
穂
積
陳
重
ら
の
協
力
を
得
て
国
政
医
学
会
と
改
称
し
正

式
発
足
し
た
。
国
政
医
学
と
は
精
神
病
学
・
裁
判
医
学
・
衛
生
学
・
医
事
法
理
等
専
ら
国
政
に
関
す
る
医
学
を
指
す
。
同
年
四
月
国
政
医
学

会
雑
誌
を
創
刊
、
廿
三
年
十
月
同
会
は
国
家
医
学
会
と
改
称
、
機
関
誌
も
国
家
医
学
会
雑
誌
と
な
っ
た
。
」
こ
の
学
会
は
一
九
二
四
年
社
会
医

学
会
と
な
り
一
九
三
二
年
東
京
医
学
会
に
合
併
さ
れ
、
同
年
十
二
月
発
刊
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
国
家
医
学
講
習
科
は
官
民
一
体
と
な
っ
て
支
持
さ
れ
、
実
績
を
あ
げ
た
と
考
え
た
い
・

本
稿
は
生
徒
と
し
て
研
修
を
受
け
た
石
崎
鼎
吾
の
全
記
録
を
基
に
し
て
作
成
し
た
。
講
習
科
の
実
態
が
わ
か
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

生
徒
は
県
特
選
派
出
（
遣
？
）
生
と
入
学
試
験
合
格
者
の
二
種
あ
り
、
講
義
・
実
習
内
容
も
充
実
し
て
い
る
。
生
徒
と
な
る
た
め
に
沢
山
の

書
類
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
と
、
修
了
証
が
二
種
あ
り
、
ま
た
講
習
期
間
中
生
徒
か
ら
数
名
の
取
締
（
総
代
）
が
任
命
さ
れ
、
慰
労
金
が
出
て
い

る
の
も
興
味
が
あ
る
。

次
の
通
り
で
あ
る
。

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
国
家
医
学
講
習
科
が
設
立
さ
れ
、
全
国
的
に
臨
床
に
従
事
す
る
経
験
あ
る
医
師
の
中

か
ら
生
徒
募
集
し
て
教
育
し
、
医
療
行
政
の
協
力
者
を
育
て
よ
う
と
し
た
。
生
徒
募
集
の
反
響
は
大
き
く
、
明
治
二
十
三
年
開
講
以
来
応
募

者
多
数
の
為
と
行
政
上
の
必
要
性
か
ら
二
年
間
に
五
回
講
習
が
行
わ
れ
、
記
録
か
ら
推
定
し
て
明
治
二
十
五
年
は
第
六
回
、
第
七
回
、
同
二

十
六
年
第
八
回
、
第
九
回
、
同
二
十
七
年
一
月
第
十
回
が
開
講
さ
れ
た
。
こ
と
に
明
治
二
十
五
年
三
月
内
容
を
充
実
し
て
講
習
期
間
が
十
二

週
か
ら
四
ヶ
月
に
延
長
さ
れ
た
。
第
七
回
以
後
の
開
講
月
日
を
み
る
と
不
定
期
で
、
必
要
に
応
じ
て
生
徒
募
集
開
講
が
行
わ
れ
て
い
る
。
第

十
回
の
生
徒
募
集
は
第
九
回
の
授
業
の
終
了
し
な
い
明
治
二
十
六
年
十
二
月
締
切
り
で
行
わ
れ
、
同
二
十
七
年
一
月
に
開
講
し
て
い
る
。
講

習
科
開
講
の
成
功
と
行
政
上
の
必
要
性
か
ら
変
化
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
”
）

本
講
習
科
の
記
事
は
国
家
医
学
会
雑
誌
に
主
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
学
会
設
立
の
経
過
を
小
関
氏
の
研
究
か
ら
引
用
す
る
と
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文
献

（
１
）
東
京
大
学
百
年
史
部
局
史
二
、
第
五
篇
医
学
部
第
一
章
通
史
二
頁
、
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
、
東
京
大
学
発
行
一
九
八
七
（
昭
和
六

（
２
）
中
外
医
学
新
報
第
二
百
三
十
四
号
二
一
三
八
頁
、
国
家
医
学
講
習
科
設
置
、
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
年
十
二
月
二
十
五
Ⅱ
）

（
３
）
国
家
医
学
第
一
号
雑
報
、
医
科
大
学
国
家
医
学
講
習
科
彙
報
、
七
二
’
七
五
頁
、
国
家
医
学
社
一
八
一
八
九
二
（
明
治
廿
五
年
五
月
）

（
４
）
国
家
医
学
講
習
科
規
則
、
謄
写
印
刷
、
栃
木
県
内
務
部
、
一
八
九
二
（
明
治
廿
五
年
）
、
石
崎
蔵
書

（
５
）
石
崎
鼎
吾
履
歴
書
、
自
筆
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
年
）
石
崎
蔵
書

（
６
）
医
師
開
業
免
状
（
写
）
石
崎
鼎
吾
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
年
五
月
十
五
日
）
、
石
崎
蔵
書

（
７
）
国
家
医
学
第
三
号
、
国
家
医
学
講
習
科
、
五
五
頁
、
一
八
九
二
（
明
治
廿
五
年
七
月
）
国
家
医
学
社

（
８
）
国
家
医
学
会
雑
誌
第
七
十
号
、
医
科
大
学
国
家
医
学
講
習
科
修
了
者
、
五
五
頁
、
第
八
回
国
家
医
学
講
習
科
、
五
六
頁
、
一
八
九
三
年
明
治

耐
）
国
家
医
学
会
雑
誌
第
七
五
号
、
国
家
医
学
講
習
科
及
撰
科
生
入
学
試
業
の
結
果
並
問
題
三
六
頁
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
七
月
十
五
且

（
９
）
国
家
医
学
会
雑
誌
第
七
四
号
国
家
医
学
講
習
科
卒
業
人
名
、
同
卒
業
生
の
祝
宴
、
四
二
’
四
一
二
頁
、
一
八
九
三
明
治
廿
六
年
六
月
十
五
日
）

へへ

1211
……

講
習
修
了
後
盛
大
に
謝
恩
会
が
開
か
れ
た
こ
と
も
時
代
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
献
及
び
講
義
実
習
に
参
加
し
た
生
徒
（
石
崎
鼎
吾
）
の
記
録
を
中
心
に
し
て
、
国
家
医
学
講
習
科
発
足
時
代
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た

十
一
、
結
論

国
家
医
学
第
三
号
、
国
家
医
学
講
一

国
家
医
学
会
雑
誌
第
七
十
号
、
医
討

廿
六
年
二
月
十
五
且
国
家
医
学
会

二

年
…

同
学
会

同
学
会

国
家
医
学
会
雑
誌
第
七
七
号
、
国
家
医
学
講
習
科
入
学
者
氏
名
、
四
四
’
四
五
頁
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
九
月
十
五
日
）
同
学
会

国
家
医
学
会
雑
誌
第
八
十
号
、
国
家
医
学
講
習
科
、
一
五
’
一
六
頁
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
十
二
月
十
五
日
）
同
学
会
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（
鵡
）
済
生
学
舎
と
長
谷
川
泰
、
一
八
五
頁
、
日
本
医
事
新
報
社
、
一
九
九
六
（
平
成
八
年
八
月
）

（
昭
）

（
Ｍ
）

（
略
）

（
略
）

（
Ⅳ
）

（
肥
）

（
岨
）

（
別
）

（
皿
）

（
魂
）

（
昭
）

（
鯉
）

（
溺
）

（
恥
）

（
”
）

（
認
）

（
羽
）

（
鋤
）

（
”
）

壬
生
町
有
志
祝
宴
発
起
人
名
簿
、
一

小
関
恒
雄
、
「
医
史
学
」
質
問
解
答

一
九
九
五
（
平
成
七
年
七
月
十
五
日
）

国
家
医
学
会
雑
誌
第
八
二
号
、
医
科
大
学
国
家
医
学
講
習
科
、
四
五
頁
、
一
八
九
四
（
明
治
廿
七
年
二
月
十
五
日
）
同
学
会

石
崎
鼎
吾
宛
栃
木
県
内
務
部
公
文
書
、
一
八
九
○
（
明
治
二
十
三
年
十
二
月
）
石
崎
蔵
書

石
崎
鼎
吾
宛
公
文
書
、
栃
木
県
内
務
部
、
一
八
九
二
（
明
治
廿
五
年
）
、
石
崎
蔵
書

石
崎
鼎
吾
宛
公
文
書
、
栃
木
県
内
務
部
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
、
石
崎
蔵
書

石
崎
鼎
吾
講
義
筆
記
ノ
ー
ト
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
、
石
崎
蔵
書

石
崎
鼎
吾
講
義
筆
記
ノ
ー
ト
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
、
石
崎
蔵
書

石
崎
鼎
吾
講
義
筆
記
ノ
ー
ト
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
、
石
崎
蔵
言

石
崎
鼎
吾
辞
令
、
病
院
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
、
石
崎
蔵
書

石
崎
鼎
吾
辞
令
、
病
院
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
、
石
崎
蔵
書

石
崎
鼎
吾
、
講
義
筆
記
ノ
ー
ト
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
、
石
崎
蔵
書

国
家
医
科
講
習
科
修
了
証
書
、
医
科
大
学
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
、
石
崎
蔵
書

全
修
了
試
験
合
格
証
書
、
各
担
当
教
授
官
氏
名
及
押
印
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
、
石
崎
蔵
書

謝
恩
懇
親
会
開
催
趣
旨
案
（
全
生
徒
の
賛
否
を
問
う
）
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
、
石
崎
蔵
書

懇
親
会
、
大
学
長
宛
感
謝
井
に
開
会
趣
旨
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
、
石
崎
蔵
書

集
合
記
念
写
真
（
大
版
、
台
紙
付
）
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
、
石
崎
蔵
書

石
崎
鼎
吾
、
知
事
宛
奉
答
害
及
復
命
害
（
控
）
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
石
崎
蔵
書

順
天
堂
病
院
よ
り
石
崎
鼎
吾
宛
葉
書
通
知
書
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
）
石
崎
蔵
書

壬
生
町
有
志
祝
宴
発
起
人
名
簿
、
一
八
九
三
（
明
治
廿
六
年
十
二
月
廿
五
日
）
石
崎
蔵
書

小
関
恒
雄
「
医
史
学
」
質
問
解
答
欄
、
明
治
期
医
学
医
事
団
体
の
変
遷
、
③
国
政
医
学
会
、
日
本
医
事
新
報
三
七
一
六
号
、
一
四
○
頁
、

（
栃
木
県
）
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GovernmentSupplementaryMedicalCourseAimedatthelmprovementof

KnowledgeofPreventiveMedicineandHygieneforMedicalPractitioners

bvTatsushilSHIZAKI

IntheMeijiEra,theimprovementofknowledgeofpreventivemedicineandhygieneamongmedical

practitionersthroughoutallofJapanwasneededbythegovernment.

Asupplementarymedicalcoursewasstartedinl890,andninecourseswerefinishedbyl893.Itwas
revisedinl892,whenitsdurationwasextendedfromtwelveweekstofourmonths,itsnumberofstudents

wasincreasedfrom30to50,anditslecturesandtrainingwererevised.Thiscoursewasopenedatthe

medicalcollegeofthelmperialUniversityofTokyo.

Thiscourseconsistedoflecturesandtraininginlegalmedicine,psychiatry,hygienicmedicine,

patho-anatomy,toxicologyandbacteriology.

Thereweretwocategoriesofstudentsselected;onewaspersonsselectedbyprefecturalrecommen-

dationandtheotherwasthesuccessfulcandidatesoftheentranceexamination.

Intheteaching,duringweekdays,mainlecturesinabove-mentio''edsubjectswereheldinthe

morning,andclinicalvisitsweremadeintheafternoon.

FivecontrollerswereofficiallyappointedbytheCollegefromamongthestudentsinordertomanage

thecourSe.

Attheendofthecourse,finalexaminationswereheld・Thentwotypesofcertificateswereissued

（
つ
寺
）

つ
寺
、



bytheCollege;onewasacertificationofgraduationfromthewholecourseandtheothercertifiedsuccess

inthefinalexaminations.

Attheend,asouvenirpictureofallprofessorsandstudentswastaken,andthenatestimonialdinner

wasgivenbythestudents.

＠
ぬ
串

（
・
ぬ
）


